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P引n)(条件付き遷移譲率)が付与される。〈右国〉異なる過去配列 p錨 t1， 
























よび“H"は同じ遷移確率分布を持つ。すなわち、 P担 IT)=P(H 1号、およびPσIT)=Pσi同である
ため、シンボル列守"および“H持は同じ国果状態 51に帰属され、因果状態は唯一ひとつ存在する






な長さということになる(図2参照)。このεマシーン ， _， ，，~ I 



































1. H[Future I any par世話onofhis初計三日[FutureI Casual States1 





























τ= A(n) + D(n)+ D(n -1)+…÷ヨ(1)
ここで、 A(j)= (A} (j)， A2 (j)，…，AN(j))はτを2iの時間解像度で近松し、2の待関刻みよりも小さい
時開スケールの“揺らぎ"を無視し、 D(j)= (D1 (j)， D2 (j)，…，DN(j))は2iの時間解像度における
“揺らぎ"を評植することに対応する。また、異なる時間スケールにおけるAωは
A(j-l)= Aω+ D(j) (j>1) 
を満足する。我々が今回、採用したHaar基底では、
、?，?? ?











































































る。 Sij方通らお'への遷移確率PA(3)，D(3)(Sij I Si'j')からεA(3)，D(3)のネットワー クを構成することがで、きる。
図 6Dに結合されたが.(3)，D(3)のネットワー クを示した。 εA(3)，D(3)における状態数がεA(3)およびεD(3}の状
態数NA(3)とN郎}の積(9)(3=27)よりも遥かに少ないことが分かる。これは、例3)、εD(，みにおける状態遷
移に顕著な相関が存在することを意味している。時間スケールがより短いεD(2)ないしεD伶とが.(3)，D(3)上




















































































































































a 轟ふ:主!. ~昏ι ' 2"垂当逼置邑
? ? ?





















































[la] E. Bark話，Y. Jung， and R. 5丑bey，Annu. Rev. Phys. Chem. 55，457-507 (21∞4). 
[lb] X. Zhuang， H.おm，M. J.B. Pere治，H. P. Babcock， N. G. Walter， and S.αlu，5denα，296 
14乃(2002)
[2a] T. Koma話回akiand R. S. Berry， Adv. Chem. Phys. 123 79 (2∞2) 




[3a] H. Y担 g，G. Luo， P.Karnchanaphanurach， T.-M. Louie， 1. Rech， S.Cova， L.Xun， and X. S. 
Xie， Science 302， 262 (2∞¥3) 
[3時I.V.Gopich， and A. Szabo， J. Phys. Chem. B. 107， 5058-5063 (2003). 
[4] L. Edman制 RRigler， Proc. Natl. Acad. Sci. USA， 97， 82る6(2卿〉
[5] C.R. Shalizi and J.P. Cru凶uield，Journal of S泌 sticalPhysics， 104， 817 (21∞1) 
[6] L. P. Wa助活，H. Yang， Biophys. J. 86， 4015 (2似)
同G.J. Rylance， R.L. Jolmston， Y.Ma包unaga，C. B. Li， A. Baba， T.Koma包uzaki，Proc. Natl. 
Acad. Sd. USA 103， 18551 (2自助
[8] C. B. Li， H. Yang， and T. Koma包uzakiProc. Natl. Acad. Sci. USA 105， 536圃541(21鵬 ).
[9]T.Koma包uzaki，K. Hoshino and Y. Ma包unaga，Adv. Chem. Phys. 130B， 257-313 (21∞'5) 
[10] BarabasiらScienα286，回9(19ヲ9)
[11] F. Rao， and A. CafI凶，J. Mol. Biol. 342， 299 (2脳).
問 A.Baba and T. Koma包.uzaki，Proc. Natl. Acad. 5d. USA 104， 19297-19302(2∞η. 
[13] E. Aurell， G. Bo鉦eta，C. Crisan邑，G. Paladin， and A. VulI兎紅語，Phys. Rev. Let. 77， 1262 
(1996). 
[14] T. 51語bataand K. Kaneko， Phys. Rev. Let. 81，4116 (1998). 
[15] Y. Ma包unaga，C. B. U， and T. Koma包uza話，Phys. Rev. Let. 99，238103 (2∞乃
[16]松永康祐・小松崎民樹，13本高分子学会誌高分子 57(2)，58(21∞8) 
pηP.Gぉpardand X.-J. Wang， Phys. Rep. 235，291 (1993). 
-130ー
